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１．目的

本県では、「県民の社会生活の質の向上を図り、豊かで安心して暮らすことができる元気な地域

社会づくり」を目指し、「第４次高知県社会貢献活動支援推進計画」を策定して、特定非営利活動

法人をはじめとする社会貢献活動団体を支援する様々な取組を実施することとしている。

この計画に掲載されている取組の成果目標の達成状況を確認するとともに、県内の特定非営利

活動法人の現状と課題を把握するため、アンケート調査を実施する。

２．方法

県内のNPO法人 331 法人を対象に、「NPO法人の社会貢献活動に関するアンケート」を送付

３．期間

令和４年４月 12日から令和４年６月 30日まで（ただし、調査期間後に提出された回答についても

可能な範囲で集計）

４．結果（回答数：１５３法人(回収率：４６．２％)）

（１）現在、活動資金の量は十分ですか。

十分：75 法人（49.0%） 一部不十分 36 法人：（23.5％） 不十分：42 法人（27.5%）

<一部理由を抜粋>

（一部）不十分な資金：人件費、事業拡大のための施設整備費 など

（一部）不十分な理由：コロナの影響などで利用者が増えない・イベントの減少、会員の減

少による会費の減、資金を増やすための専任職員がいない など

（２）現在、行政からの補助事業や委託事業（指定管理事業を含む）、民間の助成団体等から助

成金を受けていますか。

受けている：101 法人（66.0%） 受けていない：52 法人（34.0%）

（３）貴団体の令和４年４月１日時点の会員数は何人ですか。また、そのうち法人会員数は何法

人ですか。

正会員数 10人以下 ： 29 法人（19.0%）

正会員数 11 から 50 人 ： 92 法人（60.1%）

正会員数 51 から 100 人 ： 16 法人（10.5%）

正会員数 10１人以上 ： 16 法人（10.5%）

※H31.４．１時点と比べ正会員数が

増加した法人：27 法人（17.6%） 減少した法人：49 法人（32.0%）

変化のない法人：65 法人（42.5%） 無回答：12 法人（7.8%）

（４）現在、貴団体が目標としている水準(レベル)で活動を実施するための人数は十分ですか。

ア.企画・リードする中心メンバーの数

十分：63 法人（41.2%） 不十分：90 法人（58.8%） 無回答：0 法人（0%）

イ.活動又は事業を実施する際に動いてくれる人の数

十分：66 法人（43.1%） 不十分:87 法人（56.9%） 無回答：0法人（0%）

ウ.事務局体制(事務局員数)

十分：77 法人（50.3%） 不十分：76 法人（49.7%） 無回答：0法人（0%）
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エ.支援してくれる専門家の数

十分：78 法人（51.0%） 不十分：75 法人（49.0%） 無回答：0法人（0%）

オ.協働できる他の NPOや市民活動団体の数

十分：68 法人（44.4%） 不十分：85 法人（55.6%） 無回答：0法人（0%）

（５）現在の代表の方の後継者はいますか。

いる：61 法人（39.9%） いない：92 法人（60.1%）

（６）現在、活動を連携して実施、又は支援してくれる事業者はいますか。

いる：89 法人（58.2%） いない：64 法人(41.8%）

（７）地域の課題解決のため、他の団体と協働をしましたか。（行政は除く）

した：72 法人（47.1%） していない：81 法人（52.9%）

※協働した相手（複数回答可）

NPO法人：31（43.1%） 民間事業者：35（48.6%） 市民活動団体：27（37.5%）

地縁団体：18（25.0%） 大学等：17（23.6%） その他：16（22.2%）

（８）災害時における対応について、自ら取組む、又は他の団体と連携して取り組む体制はでき

ていますか。

はい：53 法人（34.6%） いいえ：100 法人（65.4%）

５.課題

・アンケート調査の結果、「現在、団体が目標としている水準で活動を実施するための人数」につい

ては、「協働できる他のＮＰＯや市民活動団体の数」以外で、数値が僅かに改善された。また、目標

の水準で活動できている法人は、財政基盤・人材確保の各項目のうち２つ（事務局体制・支援して

くれる専門家の数）で初めて半数を超えたものの、多くの法人で満足のいく活動ができているとは

いえない状況であった。

・他にも、地域課題解決のための協働や、後継者問題など、法人の活動継続に係る問題が浮き彫

りになった。

・今後、助成金や寄附金など、活動資金の確保に向けた取組や協働に関する取組などを一層強

化していく必要がある。


